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3．はにゅう市民ネットワーク
「給食の取り組み」
コロナ禍で給食提供日数が減っていることが明
らかに！アンケートの結果から、保護者の負担軽
減に取り組む。地産地消や有機食材を提言。

4．市民ネットワーク所沢
「学校給食アンケートを取ってみました」
通信で「コンティニュープロジェクト」の公募を実
施。プレゼン方式で審査をし、『希望の給食』上
映会とお話会、給食についてのシールアンケート
（自校式 or センター式、好きなメニューは？）が
実現。

　昨年政府は学校給食費の無償化に向けて全国
の実態を調べた上で具体的方策を検討するという
方針を掲げました。また、給食に地場農産物や有
機農産物を導入することで地域の農業の活性化
を期待する声もあります。様々な可能性を持つ給
食について、ネットでは地域の活動を続けます。

2月14日（水）県ネット総会後、活動報告会を開催しました。
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　明治時代に貧困の子どもを対象に一部地域で
始まった学校給食ですが、昭和29年には国会で
学校給食法が制定され、現在では埼玉県全公立
小中学校で提供されています。学校給食をもっと
よくしたいと考えて活動している4つの地域ネット
のメンバーによる活動報告を行いました。

1．越谷市民ネットワーク
「オーガニック給食を求める活動」
子育てママが中心となって署名活動をし、市長に
要望書を提出。保育給食で減農薬米である「越
谷ふるさと米」の期間限定提供を実現。

2．くまがや市民ネットワーク準備会
「学校給食って何だろう?」
映画の上映会の実施・教育委員会給食担当との
対話・給食室見学など実施。今後、地場産の食材
を給食にもっと取り入れるなどの農業の活性化の
道筋を見出したい。
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　独立行政法人国立女性教育会館（以下NWEC：ヌ
エック）は、女性教育の振興、男女共同参画社会の形
成の促進を目的として、1977年に設置された唯一の
女性教育に関する国のナショナルセンターです。
　埼玉県市民ネットワークでも、全国市民政治ネット
ワークの全国会議をかつてこの場所で開催しました。
また、生活クラブの宿泊での支部委員研修など、多く
の団体から愛され活用されてきた経緯があります。
　しかし、2023年11月、関係府省から嵐山町に対し
て、「現行施設を譲渡又は撤去し、機能を移転する方
針」を突然伝えてきました。移転地は未定です。それ
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に対し現在、埼玉県議会、県知事からも容認できない
との声が上がっています。
　NWECは、累計の利用は497万人。女性だけでな
く、男性、子ども、障害のある人、誰でも利用でき、会
議室は講堂含め20室以上、360人が泊まれるバリア
フリーの施設です。女性たちや様々な支援活動にかか
わる人々が、安価に宿泊し、学習に活用できる施設は
たいへん貴重です。
　日本でも、まだまだ男女共同参画社会は程遠く、
もっと力強く推進するための方策が必要です。NWEC
を現在地において存続させ、専門性のある人を育成
し、研修・交流・調査研究・情報の4つの機能をさら
に強化することが求められます。そこで、各地域ネット
から、国に対し存続の要望を自治体から上げるよう、
働きかけています。
　県ネットでは、研修も兼ねてこの7月にNWECでの運
営委員会を開催します。
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所属議員の辞職に関するご報告とお詫び　
　２月２９日、埼玉県市民ネットワーク所属である埼玉県議会議員の辻浩司が不祥事により埼玉県市民ネットワーク及び越谷市民
ネットワークを退会いたしました。3月1日には県議会議員を辞職しました。
　ネット会員のみならず多くの支援者の方々 にたいへんなご迷惑とご心配をおかけしましたこと、改めて深くお詫び申し上げます。

埼玉県市民ネットワーク

　昨年２月に市議補選で誕生したよしかわネット二代目の代理人:岩崎さゆりは、
今年１月に初めての市議本選を戦いました。前代理人が無所属で立候補という異
例の形となり、県ネットでは統一地方選とずれている選挙でもあり、今までにない
危機感を持って全面協力しました。結果は1355票で3位当選。よしかわネットを中
心に多くの仲間たちが笑顔で真剣にやり切った選挙でした。

よしかわネット二代目代理人 岩崎さゆり　本選でも圧勝

国立女性教育会館（嵐山町）の存続を求める国立女性教育会館（嵐山町）の存続を求める


